
 西に中央アルプス、東は南アルプスに囲まれた「２つのアルプスが見えるまち」
 リニア中央新幹線の開通により首都圏とのアクセスが将来的には大幅向上
現在:JRで4時間程度 → 開通後:1時間程度

 遊休荒廃農地を活用した栗の6次産業化の実現!
農地所有者、菓子メーカー、JA等からなる一般社団法人を設立し経営集積や栗のブランド化を実現。

 「飯島流ワーケーション」の推進!
「仕事×観光」にストレス発散効果に優れた「農業ヒーリング」をプラスした独自のワーケーションの実施。

 「与田切渓谷ウォーターパーク構想」の推進
与田切川周辺に点在する施設の再整備やそれらをつなげる周遊コースの整備を町の観光基本計画に位置づけ強力に推進。

飯島町の魅力ポイント ■面積 86.96km2 ■人口 約9,100人

⾧野県 飯島町（１／２）11/23 隊員情報:岡山絢哉（国土政策総合計画課）、藤沼真吾（農村振興局農村計画課）

飯島町の田園風景 農地付きトレーラーハウス
（ワーケーション施設）

キャンプ場の中にあるサテライトオフィス 栗畑



応援隊の活動報告

これまでの活動
 令和4年7月に1回目の現地調査を実施
 現地調査を踏まえて、隊員の気づき等を町に共有

今後の方針
 Webミーティング等を通じて提案・意見を出し合い、2回目の現地調査に向けた検討を行う

飯島町の課題 ■政策分野 農山村振興・地域交通・再生可能エネルギー

 ワーケーション需要の取り込み
企業向けの宣伝活動を行っており、さらなる利用者増を目指す。

 水力発電、木質バイオマス発電事業の推進
豊富な水源、森林を活用した発電事業の実現に向けた調整。

■ 遊休荒廃農地対策
一部地域は栗の栽培によって対策が進んだが、それ以外の地域においても対策が必要。

■ リニア中央新幹線⾧野県駅に繋がる道路整備の実現
■ 与田切渓谷の環境整備
町の観光基本計画に位置づけた「与田切渓谷ウォーターパーク構想」を着実に進めていく。

⾧野県 飯島町（２／２）11/23 隊員情報:岡山絢哉（国土政策総合計画課）、藤沼真吾（農村振興局農村計画課）


